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　星の子広場は、保育所や幼稚園へ入園前の子供さんを対象に、月2回程度開催されています。南部川村からも多く

の方が参加され、遊びの場だけでなく、育児についての保育士さんによるアドバイスや情報交換の場として活用され、

毎回20組以上の方が参加されています。又南部町では、子育てサークル「ぽかぽか」、「たんぽぽ」、お母さんボランテ

ィア「ひまわり」、よみきかせサークル「おはなしおはなし」も活動されています。 

　ゆうゆう育児サークルも、保育所や幼稚園へ入園前の子供さんを対象に月1回程度開催されています。こちらも、

南部川村だけでなく南部町からもたくさんの方が参加されていて、交流の輪が大きく広がっています。 



第2回町章図案選定委員会

第
２
回
「
み
な
べ
町
」
町
章

図
案
選
定
委
員
会
が
、
５
月
10

日(

月)

南
部
町
役
場
　
３
階
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
口
幸
三
郎
委
員
長
よ
り

「
当
初
の
予
定
に
は
な
か
っ
た
第

３
次
選
考
を
委
員
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
結
果
、

点
に
絞

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

30
点
の
中
か
ら
新
町
み
な
べ
町

に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
選
ん
で

頂
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
全
作
品
１，

９
９

８
点
を
見
た
感
想
や
新
町
み
な

べ
町
の
町
章
の
イ
メ
ー
ジ
、
又

作
品
を
ど
の
よ
う
な
視
点
に
よ

り
選
出
し
た
か
が
、
委
員
全
員

か
ら
発
表
さ
れ
、
「
合
併
に
よ
り

名
実
と
も
に
日
本
一
の
梅
の
産

地
に
な
る
か
ら
、
梅
の
花
を
使

っ
た
図
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い
の
で
は
な
い
か
」
「
梅
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
潮
風
や
太
陽
の
光
、

そ
し
て
子
供
達
が
躍
動
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
作

品
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
「
シ

ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
も
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
委
員
が
町
章
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
作
品
を

各
自
　
点
選
出
し
、
７
点
の
作

品
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
絞
ら
れ
た
７
作
品

に
対
し
て
、
モ
ノ
ト
ー
ン
（
白

黒
）
で
見
た
場
合
の
印
象
な
ど

１
人
ひ
と
り
が
考
え
を
発
表
し
、

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的

に
投
票
に
よ
り
町
章
図
案
候
補

作
品
５
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
選
ば
れ
た
５
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

選
ば
れ
た
作
品
は
、

出
口
委
員
長
よ
り
意
見
を
付
し

て
第

回
合
併
協
議
会
（
５
月

31
日
）
に
報
告
さ
れ
、
選
定
委

員
会
の
意
見
を
基
に
合
併
協
議

会
で
最
優
秀
作
品
１
点
が
、
み

な
べ
町
の
町
章
と
し
て
選
出
さ

れ
ま
す
。

出
口
幸
三
郎
委
員
長

予
想
を
大
き
く
上
回
る
約
２，

０
０
０
点
の
作
品
は
、
力
作
ぞ

ろ
い
で
、
最
終
候
補
作
品
を
選

ぶ
の
に
、
正
直
こ
こ
ま
で
苦
労

す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
協
議

の
結
果
、
選
出
さ
れ
た
５
作
品

は
す
べ
て
優
秀
な
作
品
で
あ
り
、

自
信
を
持
っ
て
合
併
協
議
会
に

提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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編
集
・
発
行

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
り

本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

清冽な水と緑をみなべ町名産の梅の花のフォルムにあ

しらった。

カラーは山のグリーン、海川のブルー

又、１色でも映えるシンプルデザインとした。

町の象徴である梅の花の形の中に、「青い海」と「緑の

山」と「南部川」という豊かな自然環境に恵まれた「み

なべ町」を表現

みなべ町の「み」で、みなべ町の象徴である梅の花を表現

未来へ、希望と活力に満ち躍動感を頭文字「み」にデ

ザイン。陽の光を受けきらめき、調和や人の輪・豊か

さを表現

みなべ町の「み」をモチーフに山、川、海が活力の源

となり、発展していくイメージを描いた。それぞれを

つなぐ曲線は、人のあたたかさやおだやかさ、白はス

タートや光、輝きを強調する。


